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マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理

１ 
･

･
･
･
･
･

z
 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
横
顔

５ 

 

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務
局
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
一
角
、
永
山
団
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ

の
立
地
か
ら
近
隣
団
地
の
管
理
組
合
か
ら
計
画

修
繕
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
背
景

か
ら
、
昨
年
は
、
付
近
の
計
画
修
繕
中
の
マ
ン
シ

ョ
ン
を
利
用
し
て
の
「
計
画
修
繕
セ
ミ
ナ
ー
」
や

例
年
当
会
主
催
の
「
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
」
に
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
を
取
り
上
げ
て
購
入
時
の
注
意
方

法
や
維
持
修
繕
に
つ
い
て
の
講
座
が
開
か
れ
ま

し
た
。
以
下
の
文
章
は
、
「
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
」

に
て
当
会
の
中
村
幸
安
顧
問
が
行
っ
た
講
演
の

レ
ジ
メ
で
す
。 

 
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理 

は
じ
め
に
：
住
宅
形
式
の
変
貌
（
マ
ン
シ

ョ
ン
の
＝
集
合
住
宅
の
増
加
）
と
問
題
点

の
浮
上 

戸
建
て
住
宅
と
違
う
『
住
ま
い

の
維
持
管
理
』 

１
．
住
ま
い
の
維
持
管
理
は
二
つ
の
側

面
か
ら 

マンションのコンクリートの状

態を調査する中村顧問と中山事

務局長 

イ) 

ハ
ー
ド

も
の
（
建
物
と
設
備
） 

２
．
建
物
に
は
寿
命
が
あ
る
（
社

会
的
寿
命
は
除
く
） 

な

ロ) 

ソ
フ
ト
な
も
の
（
運
営
＝

規
約
・
組
合
運
営
） 

の
二
つ
の
側
面
か
ら
考
え

る
必
要
が
あ
る
。 中

村
幸
安  

１ 

住
ま
い
の
維
持
管
理 

４
．
共
用
部
分
と
専
有
部
分
の
維
持
管

理
の
違
い
。 

６
．
金
属
関
係
の
時
期
遅
れ
の
補
修
は
、

取
り
戻
せ
な
い
。 

３
．
建
物
の
寿
命
は
、
管
理
次
第
で
長
く

も
な
り
、
短
く
も
な
る

 

５
．
計
画
修
繕
と
１
年
点
検
、
２
年
点
検
。 

 

ニ) 

＊
管
理
面
か
ら
の
工
夫
と
し
て
、
設

備
の
管
理
区
分
の
特
例 

ハ) 

工
事
着
工
の
確
認
印
と
瑕
疵
補
修

が
完
了
し
た
確
認
印 

ハ) 

共
用
部
分
の
専
有
使
用
と
管
理
の

関
係 

ロ) 

３
枚
伝
票
に
よ
る
瑕
疵
補
修
請
求

の
あ
り
方 

ロ) 

専
有
部
分
の
範
囲 

ロ) 

維
持
管
理
の
計
画
化 

ロ) 

設
備
（
塩
ビ
・
鉄
・
銅
・
ス
テ
ン
レ

ス
・
ア
ル
ミ
等
） 

イ) 

管
理
会
社
任
せ
の
『
補
修
請
求
』
の

問
題
点 

イ) 

共
用
部
分
の
範
囲 

。

イ) 

納
品
時
の
検
収
の
徹
底 

イ) 

躯
体
（
木
・
金
属
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

等
） 

(

１) 

物
件
目
録
に
て
、
所
有
区
分
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。
時
に
は
、
管
理
規
約

に
持
分
区
分
が
書
か
れ
て
い
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
充
分
に
気
を
つ
け
て
、

契
約
書
並
び
に
管
理
規
約
を
読
む
。

特
に
、
建
築
部
分
よ
り
も
設
備
の
持

分
区
分
に
つ
い
て
注
意
を
払
う
こ
と
。

こ
の
こ
と
（
持
分
区
分
）
に
よ
っ
て
、

管
理
費
等
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
に

注
意
。 

(

３) 

繕
積
立
金
の
徴
収
方
法 

(

２) 

管
理
費
等
（
管
理
組
合
費
＝
一
般
管

理
費
・
修
繕
積
立
金
）
は
、
所
有
専

有
部
分
の
床
面
積
に
応
じ
て
負
担
額

を
変
え
て
い
る
の
が
普
通
。
大
き
い

住
戸
は
負
担
額
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。 

ハ) 

イ
）
と
大
き
な
計
画
修
繕
の
時
期
に
、

特
別
徴
収
す
る
方
法
を
併
用
す
る

方

。 

ロ) 

入
居
時
頭
金
負
担
方
法
（
一
定
の
金

額
を
頭
金
と
し
て
（
30
万
円
と
か

50
万
円
）
を
、
契
約
時
に
一
時
払
い

し
て
、
イ
）
と
併
用
す
る
方
法
。
） 

修

イ) 

均
等
方
法
（
毎
月
定
額
を
、
積
立
金

変
更
迄
均
等
に
負
担
す
る
方
法
） 

法

一
． 

正
し
い
、
無
理
の
な
い
建
物
の
維

持
管
理
は
、
『
長
期
計
画
修
繕
』

の
有
無
に
か
か
っ
て
い
る
。 
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二
． 

長
期
計
画
修
繕
は
、
納
品
さ
れ
た

物
件
（
マ
ン
シ
ョ
ン
）
が
、
契
約

通
り
の
目
的
を
達
し
た
も
の
で

る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。 
あ

三
． 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
存
在
す
る
大
環

境
・
小
環
境
に
よ
っ
て
、
建
物
・

設
備
の
経
年
劣
化
の
進
行
は
、
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
注

。 

意

四
． 

計
画
修
繕
の
『
補
修
工
事
金
額
』

を
最
小
限
に
抑
え
る
秘
訣
は
、

『
日
常
的
小
修
繕
』
を
こ
ま
め
に

施
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。 

実

五
． 

定
期
修
繕
時
に
『
オ
ー
ル
イ
ン
・

オ
ー
ル
ア
ウ
ト
』
の
考
え
方
に
基

づ
い
て
、
全
て
を
や
り
直
す
必
要

は
、
必
ず
し
も
な
い
（
多
く
の
マ

ン
シ
ョ
ン
で
の
計
画
修
繕
は
、
オ

ー
ル
イ
ン
・
オ
ー
ル
ア
ウ
ト
方
式

で
成
さ
れ
て
い
る
）
。
そ
の
た
め

に
も
、
計
画
実
施
時
期
に
お
け
る

『
建
物
劣
化
基
本
調
査
』
が
重
要

な
の
で
あ
る
。 

こ
の
ソ
フ
ト
面
の
整
備
を
優
先

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
資
金
計

画
を
立
て
、
よ
い
業
者
に
よ
い
工

事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能

と
な
る
。 

２

 

生
物
に
限
ら
ず
、
鉱
物
に
も
寿
命
が
あ

る
。
通
常
、
寿
命
と
い
う
と
、
生
物
学
的

寿
命
か
物
理
学
的
経
年
劣
化
に
よ
る
寿

命
を
指
す
が
、
こ
の
他
に
『
経
済
的
・
社

的
寿
命
』
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。 

 
 

建
物
に
は
寿
命
が
あ
る 

会

 

例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
南
側
に
あ
る
渋

谷
・
神
南
の
『
渋
谷
ホ
ー
ム
ズ
』
が
そ
の

例
で
あ
る
。
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
公
団

分
譲
住
宅
と
呼
称
さ
れ
た
時
期
の
物
件

で
あ
っ
た
が
、
東
急
を
は
じ
め
と
す
る
周

辺
の
都
市
的
環
境
が
急
変
し
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て
分
譲
ア
パ
ー
ト

を
現
在
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
建
て
替

た
も
の
で
あ
る
。 

え

 

物
理
的
寿
命
が
来
て
い
な
い
物
件
を
、

社
会
的
・
経
済
的
理
由
か
ら
寿
命
と
判
断

た
事
例
で
あ
る
。 

し

 

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
も
『
物

理
的
経
年
変
化
に
よ
る
寿
命
』
に
関
わ
る

マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に
絞
っ
て
、
考

え

み
る
。 

て

(

１) 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
物
の
寿
命

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
60
年
だ
っ
た
が
、

法
改
正
で
47
年
に
変
え
ら
れ
た
（
1998

年
）
。
し
か
し
、
こ
の
寿
命
は
、
物
理

学
的
寿
命
で
は
な
く
、
税
法
上
の
寿

命
で
あ
る
。
法
人
が
不
動
産
を
取
得

し
て
、
そ
の
資
産
を
減
価
償
却
す
る

と
き
の
『
法
定
耐
用
年
数
』
の
こ
と

で
あ
る
が
、
事
務
所
と
マ
ン
シ
ョ
ン

で
は
法
定
耐
用
年
数
が
異
な
る
。
60

年
を
47
年
に
し
た
物
理
学
的
根
拠

は
存
在
し
な
い
。 

(
３) 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
速
さ
は
、

『
概
ね
３
年
で
２
mm
程
度
（
た
だ
し

素
肌
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
）
』 

(

２) 

物
理
学
上
の
『
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
マ
ン
シ
ョ
ン
』
の
寿
命
は
、
何
処

に
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
物
理

学
的
に
言
う
と
、
鉄
筋
を
取
り
巻
く

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
が
鉄
筋
の

裏
側
に
ま
で
達
し
た
時
と
考
え
る
こ

と
が
出
来
る
。 

 

そ
の
論
拠
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

中
性
化
す
る
と
ア
ル
カ
リ
成
分
が
な

く
な
り
、
鉄
筋
が
錆
び
は
じ
め
る
。

鉄
筋
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
で
錆
び

る
と
、
構
造
耐
力
上
の
応
力
が
期
待

で
き
な
く
な
る
。
よ
っ
て
、
寿
命
が

来
た
と
判
定
で
き
る
。 

(

４) 

法
的
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
79

条
）
で
は
、
鉄
筋
に
対
す
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
被
り
厚
さ
の
最
低
を
、
主

要
構
造
体
で
30
mm
、
補
助
構
造
体
で

20
mm
と
し
て
い
る
。 

 

仮
に
、
直
径
13
mm
の
鉄
筋
の
外
側

に
30
mm
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
被
っ

て
い
る
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
鉄
筋

の
裏
側
ま
で
の
距
離
は
30
mm
＋
13

mm
で
合
計
43
mm
と
な
る
。 

 

こ
の
43
mm
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

中
性
化
す
る
の
に
要
す
る
月
日
は
、

43
÷
2/3
＝
64.5
年
と
な
る
。 

 

よ
っ
て
、
改
正
前
の
大
蔵
省
令
の

『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
用
年
数
60
年
』

は
、
物
理
学
的
耐
用
年
数
に
適
っ
て

い
た
と
言
え
る
。 

(

５) 

更
に
、
実
際
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
放
し
仕
上
げ
の

も
の
は
少
な
く
、
タ
イ
ル
が
張
ら
れ

て
い
る
か
、
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
て
い

る
か
ら
、
更
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中

性
化
の
進
行
は
素
肌
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
中
性
化
に
比
較
し
て
、
遅
く
な
る
。

こ
の
事
は
、
既
に
100
年
近
く
経
過
し

て
い
た
『
中
之
郷
ア
パ
ー
ト
―
同
潤

会
の
設
計
』
の
調
査
で
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
や
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
『
躯
体
の
寿

命
は
60
年
以
上
』
と
考
え
て
間
違
い

な
い
。
但
し
、
こ
の
数
値
は
、
コ
ン
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(

６) 

こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
躯
体
に
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
『
サ
ッ
シ
ュ
・
ド

ア
』
や
室
内
に
あ
っ
て
は
襖
や
障
子
、

畳
屋
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
は
寿
命
が

短
い
。 

 

い
う
ま
で
も
な
く
、
材
質
に
よ
っ

て
、
材
料
の
物
理
的
寿
命
が
変
わ
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の

材
料
（
部
品
）
の
置
か
れ
て
い
る
環

境
、
更
に
は
手
入
れ
の
良
し
悪
し
に

よ
っ
て
、
そ
の
寿
命
は
大
き
く
変
わ

っ
て
く
る
。 

 

煙
草
を
喫
煙
す
る
家
族
が
い
る
住

戸
と
喫
煙
者
が
い
な
く
、
喫
煙
す
る

来
客
が
い
な
い
住
戸
に
あ
っ
て
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
速
さ
が
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。 

ク
リ
ー
ト
工
事
が
、
法
に
適
っ
た
真

っ
当
な
物
と
し
て
造
ら
れ
た
場
合
の

話
で
あ
る
。 

 
そ
れ
に
比
べ
、
躯
体
に
囲
わ
れ
て

い
る
『
設
備
（
給
排
水
衛
生
設
備
・

機
械
設
備
・
電
気
設
備
等
）
』
の
寿
命

は
、
遥
か
に
短
い
。
こ
れ
ら
設
備
機

器
の
寿
命
も
、
税
法
上
の
も
の
と
し

て
大
蔵
省
令
で
定
め
て
い
る
。 

(

７) 

交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路
わ
き
の
マ

ン
シ
ョ
ン
と
山
岳
地
方
（
山
手
）
の

方
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
金
属
部
に

限
ら
ず
、『
シ
ー
リ
ン
グ
材
』
の
持
ち

が
違
っ
て
く
る
。
ま
た
、
海
岸
の
近

く
で
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
紫
外
線
の
照
射
量
が
多
く
、
シ

ー
リ
ン
グ
材
の
劣
化
は
早
ま
る
。 

３ 

建
物
の
寿
命
は
、
管
理
次
第
で 

(

１) 

納
品
時
の
検
品
の
徹
底 

こ
の
事
に
よ
っ
て
、
瑕
疵
あ
る
商
品

の
瑕
疵
を
除
去
す
る
。
境
界
杭
か
ら
、

汚
水
槽
ま
で
を
専
門
家
を
動
員
し
て
、

検
収
し
、
瑕
疵
は
無
償
で
補
修
さ
せ

る
こ
と
は
、
法
で
保
護
さ
れ
た
消
費

者
の
権
利
で
あ
る
。 

 (

８) 

同
一
の
材
料
を
使
っ
て
い
て
も
、『
施

工
が
正
し
く
な
い
』
と
、
そ
の
部
品
・

部
位
の
寿
命
は
著
し
く
短
命

す
る
。 

ハ) 
使
い
方
不
良
に
よ
る
も
の 

こ
う
し
た
こ
と
も
考
慮
し
た
『
マ
ン

シ
ョ
ン
選
び
』
の
視
点
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
言
え
る
。 

ロ) 

施
工
不
良
に
よ
る
も
の
（
管
の
接
合

不
良
に
よ
る
電
蝕
・
ピ
ン
ホ
ー
ル

等
） 

化

イ) 

雨
漏
り
に
よ
る
酸
化
・
腐
朽 

長
く
も
短
く
も
な
る
。 

(

２) 

区
分
所
有
者
は
、
１
年
点
検
、
２
年

点
検
の
時
期
に
、
専
門
家
と
し
て
で

は
な
く
、
居
住
者
と
し
て
（
長
く
そ

こ
に
住
ん
で
い
な
い
と
分
か
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
）
不
具
合
箇

所
を
書
き
出
す
こ
と
が
、『
建
物
基
本

調
査
』
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
に
な

る
。 
(

３) 

建
物
の
維
持
管
理
を
行
う
上
で
、
最

も
大
事
な
こ
と
は
、 

ロ) 

建
物
の
実
態
が
、
契
約
内
容
通
り
か

（
設
計
図
書
・
並
び
に
竣
工
図
と
照

合
） 

イ) 

当
該
建
物
の
『
竣
工
図
』
が
揃
っ
て

い
る
か
（
あ
っ
て
も
、
実
態
に
合
致

し
て
い
な
い
場
合
は
用
を
な
さ
な

い
） 

• 

竣
工
図
と
設
計
図
の
違
い 

設
計
図
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
造
る

た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
す
。
竣
工

図
は
、
出
来
た
建
物
に
倣
っ
て
図

面
を
書
き
換
え
た
も
の
。
従
っ
て
、

建
物
を
管
理
す
る
上
で
は
、
設
計

図
で
は
な
く
、
竣
工
図
が
必
要
に

な
る
。 

(

４) 

こ
の
竣
工
図
に
基
づ
い
て
、
当
該
マ

ン
シ
ョ
ン
が
竣
工
図
ど
お
り
に
出
来

て
い
る
、
設
計
図
の
仕
様
書
ど
お
り

に
出
来
て
い
る
事
を
確
か
め
た
後
に
、

当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
を
ま
っ
と
う
な
も

の
と
仮
定
し
て
、
長
期
の
修
繕
計
画

を
立
て
る
。 

 

修
繕
に
は
、
小
規
模
と
大
規
模
修

繕
が
あ
る
が
、
小
規
模
は
日
常
的
な

管
理
業
と
し
て
処
理
し
大
規
模
修
繕

は
、
計
画
的
に
行
う
こ
と
を
前
提
に

し
て
、
資
金
を
積
み
立
て
る
の
が
一

般
的
。 

 

ン
シ
ョ
ン
の
持
分
に
つ
い
て
。 

４ 

共
用
部
分
（
共
有
物
等
）
と 

マ

(

１) 

専
有
部
分
と
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
素

肌
の
床
上
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
素

肌
面
の
天
井
床
下
ま
で
。
更
に
両
側

で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
素
肌
面
か
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
素
肌
面
ま
で
。 

(

５) 

好
ま
し
い
修
繕
計
画
は
、
日
常
的
修

繕
を
『
こ
ま
め
に
行
う
こ
と
』
に
尽

き
る
。
し
か
し
、
現
行
の
『
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
会
社
』
は
、
一
般
教
務
を

行
う
こ
と
を
旨
と
し
、
管
理
会
社
が

業
務
委
託
内
容
と
し
て
、
『
小
修
繕
』

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
レ
ア
な

ケ
ー
ス
で
し
か
な
い
。
出
来
る
こ
と

な
ら
、
小
修
繕
が
出
来
る
管
理
人
が

い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

 

専
有
部
分
の
維
持
管
理
の
違
い 
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(
２) 

外
窓
の
サ
ッ
シ
ュ
は
共
有
物
で
、
ガ

ラ
ス
も
共
有
物
。
従
っ
て
、
ガ
ラ
ス
・

サ
ッ
シ
ュ
の
室
内
側
面
が
ら
内
側
が

専
有
部
分
と
な
る
。 

２) 

外
窓
の
サ
ッ
シ
ュ
は
共
有
物
で
、
ガ

ラ
ス
も
共
有
物
。
従
っ
て
、
ガ
ラ
ス
・

サ
ッ
シ
ュ
の
室
内
側
面
が
ら
内
側
が

専
有
部
分
と
な
る
。 

(

５) 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
全
て
が
全
員
所

有
（
共
有
）
と
な
っ
て
い
る
。 

(

５) 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
全
て
が
全
員
所

有
（
共
有
）
と
な
っ
て
い
る
。 

(

４) 

駐
車
場
は
、
本
来
区
分
所
有
者
全
員

の
持
分
で
あ
る
と
考
え
が
ち
で
あ
る

が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
は
、
も

と
地
主
の
持
分
と
し
て
計
画
・
販
売

し
、
区
分
所
有
者
た
ち
は
元
地
主
か

ら
賃
料
を
払
っ
て
借
り
る
と
い
う
事

例
も
あ
る
の
で
、
要
注
意
。 

(

４) 

駐
車
場
は
、
本
来
区
分
所
有
者
全
員

の
持
分
で
あ
る
と
考
え
が
ち
で
あ
る

が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
は
、
も

と
地
主
の
持
分
と
し
て
計
画
・
販
売

し
、
区
分
所
有
者
た
ち
は
元
地
主
か

ら
賃
料
を
払
っ
て
借
り
る
と
い
う
事

例
も
あ
る
の
で
、
要
注
意
。 

(

３) 

給
排
水
衛
生
設
備
・
空
調
設
備
等
に

あ
っ
て
は
、
系
統
主
幹
は
共
有
物
で
、

枝
管
か
ら
先
は
専
有
物
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
特
例
が
発
見

さ
れ
た
。 

長
い
建
物
の
管
理
上
、
枝
管
の
先
の

『
ト
ラ
ッ
プ
』
下
ま
で
を
『
共
有
物
』

と
管
理
規
定
で
明
記
し
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
も
あ
る
の
で
、
要
注
意
。 

(

３) 

給
排
水
衛
生
設
備
・
空
調
設
備
等
に

あ
っ
て
は
、
系
統
主
幹
は
共
有
物
で
、

枝
管
か
ら
先
は
専
有
物
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
特
例
が
発
見

さ
れ
た
。 

長
い
建
物
の
管
理
上
、
枝
管
の
先
の

『
ト
ラ
ッ
プ
』
下
ま
で
を
『
共
有
物
』

と
管
理
規
定
で
明
記
し
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
も
あ
る
の
で
、
要
注
意
。 

(

６) 

ベ
ラ
ン
ダ
は
、
形
式
の
如
何
に
関
わ

ら
ず
、
全
て
『
共
有
物
』
で
あ
る
が
、

そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
ベ
ラ
ン
ダ
に

繋
が
る
住
戸
の
専
有
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
、
当
該
ベ
ラ
ン
ダ
の
手
摺
等

の
ペ
ン
キ
が
剥
が
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
専
有
使
用
者
が
勝
手
に
塗
り
替

え
る
こ
と
な
ど
は
出
来
な
い
。 

(

６) 

ベ
ラ
ン
ダ
は
、
形
式
の
如
何
に
関
わ

ら
ず
、
全
て
『
共
有
物
』
で
あ
る
が
、

そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
ベ
ラ
ン
ダ
に

繋
が
る
住
戸
の
専
有
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
、
当
該
ベ
ラ
ン
ダ
の
手
摺
等

の
ペ
ン
キ
が
剥
が
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
専
有
使
用
者
が
勝
手
に
塗
り
替

え
る
こ
と
な
ど
は
出
来
な
い
。 

５ 
計
画
修
繕
と
１
年
点
検
、
２
年
点
検 
５ 
計
画
修
繕
と
１
年
点
検
、
２
年
点
検 

  (

７) 

団
地
形
式
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
あ
っ
て

は
、
所
有
形
態
が
、
更
に
複
雑
に
な

っ
て
い
る
。 

(

７) 

団
地
形
式
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
あ
っ
て

は
、
所
有
形
態
が
、
更
に
複
雑
に
な

っ
て
い
る
。 

ハ) 

専
有
物
（
区
分
所
有
者
個
人
が
所
有

す
る
物
件
） 

ハ) 

専
有
物
（
区
分
所
有
者
個
人
が
所
有

す
る
物
件
） 

ロ) 

棟
所
有
物
（
一
つ
の
棟
に
集
合
す
る

住
戸
の
区
分
所
有
者
で
共
有
） 

ロ) 

棟
所
有
物
（
一
つ
の
棟
に
集
合
す
る

住
戸
の
区
分
所
有
者
で
共
有
） 

(

１) 
入
居
時
に
不
具
合
を
見
つ
け
て
『
補

修
請
求
』
を
す
る
の
は
、
一
向
に
構

わ
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、

『
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
基
準
』
等
の

保
証
期
間
を
明
記
し
て
い
る
。 

 

そ
の
期
間
で
最
も
短
い
の
が
、
１

年
で
あ
り
、
そ
れ
に
該
当
す
る
の
が

『
内
装
・
植
栽
・
タ
イ
ル
の
浮
き
・

建
具
の
立
て
付
け
不
良
』
等
で
あ
る
。

従
っ
て
、
売
り
手
業
者
は
、
バ
ラ
バ

ラ
に
受
け
付
け
る
よ
り
も
、
纏
め
て

工
事
を
行
う
ほ
う
が
、
経
済
的
で
あ

る
の
で
、
引
渡
し
後
１
年
が
終
ろ
う

と
す
る
直
前
で
『
１
年
点
検
』
を
行

う
よ
う
、
要
請
し
て
い
る
。 

 

こ
の
時
期
を
逸
し
て
し
ま
う
と
、

『
時
期
の
利
益
』
を
逸
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
後
に
行
う
請
求
は
、『
除

斥
期
限
が
切
れ
た
』
と
し
て
、
時
効

だ
か
ら
受
け
付
け
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
管
理
会

社
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
売
り
手
・
企
画

会
社
の
系
列
会
社
で
は
、
請
求
を
瑕

疵
と
認
め
た
が
ら
ず
、
自
前
で
直
す

こ
と
を
薦
め
る
傾
向
が
強
い
の
も
事

実
で
す
。 

(

１) 
入
居
時
に
不
具
合
を
見
つ
け
て
『
補

修
請
求
』
を
す
る
の
は
、
一
向
に
構

わ
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、

『
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
基
準
』
等
の

保
証
期
間
を
明
記
し
て
い
る
。 

 

そ
の
期
間
で
最
も
短
い
の
が
、
１

年
で
あ
り
、
そ
れ
に
該
当
す
る
の
が

『
内
装
・
植
栽
・
タ
イ
ル
の
浮
き
・

建
具
の
立
て
付
け
不
良
』
等
で
あ
る
。

従
っ
て
、
売
り
手
業
者
は
、
バ
ラ
バ

ラ
に
受
け
付
け
る
よ
り
も
、
纏
め
て

工
事
を
行
う
ほ
う
が
、
経
済
的
で
あ

る
の
で
、
引
渡
し
後
１
年
が
終
ろ
う

と
す
る
直
前
で
『
１
年
点
検
』
を
行

う
よ
う
、
要
請
し
て
い
る
。 

 

こ
の
時
期
を
逸
し
て
し
ま
う
と
、

『
時
期
の
利
益
』
を
逸
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
後
に
行
う
請
求
は
、『
除

斥
期
限
が
切
れ
た
』
と
し
て
、
時
効

だ
か
ら
受
け
付
け
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
管
理
会

社
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
売
り
手
・
企
画

会
社
の
系
列
会
社
で
は
、
請
求
を
瑕

疵
と
認
め
た
が
ら
ず
、
自
前
で
直
す

こ
と
を
薦
め
る
傾
向
が
強
い
の
も
事

実
で
す
。 

イ) 

全
体
所
有
物
（
共
有
物
） 

イ) 

全
体
所
有
物
（
共
有
物
） 

(

２) 

２
年
点
検
は
、
『
（
ほ
と
ん
ど
の
）
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
瑕
疵
担
保
期
限
』

が
切
れ
る
前
の
物
で
す
。
従
っ
て
、

２
年
点
検
時
の
瑕
疵
補
修
請
求
の
内

容
は
、
建
物
の
構
造
上
の
物
が
重
要

で
す
。
建
物
の
主
要
構
造
体
の
全
て

は
、『
共
有
物
』
で
あ
り
、
管
理
組
合

の
理
事
会
が
瑕
疵
補
修
請
求
を
行
う

の
が
常
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
管
理
組

合
に
任
せ
ず
、
あ
な
た
の
持
分
も
『
１

／
全
員
』
あ
る
の
だ
か
ら
、
個
人
で

請
求
す
る
こ
と
も
可
能
。 

 

こ
の
２
年
点
検
が
終
る
と
、
一
応

法
的
に
は
、
そ
れ
以
後
の
管
理
は
『
管

理
組
合
』
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

２
年
点
検
以
後
の
建
物
点
検
・
補

修
の
事
を
『
長
期
修
繕
』
と
い
い
、

そ
れ
に
は
小
さ
い
も
の
と
大
き
な
も

の
が
あ
る
。 

 

小
さ
い
も
の
は
日
常
管
理
で
、
大

き
な
物
は
『
計
画
修
繕
』
で
行
う
こ

と
に
な
る
。
概
ね
、
現
行
の
物
価
情

勢
で
、
専
有
面
積
１
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
最
低
毎
月
200
円
程
度
の
修

繕
積
み
立
て
が
必
要
と
言
え
ま
す

（
勿
論
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
シ
ョ
ン

は
違
う
が
）
。 

 

よ
っ
て
、
専
有
面
積
80
平
方
メ
ー

ト
ル
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ら
、
月
額
１

万
６
千
円
程
度
の
『
長
期
修
繕
計
画

積
立
金
』
が
管
理
費
の
ほ
か
に
必
要

と
い
う
勘
定
に
な
る
。 

(

２) 

２
年
点
検
は
、
『
（
ほ
と
ん
ど
の
）
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
瑕
疵
担
保
期
限
』

が
切
れ
る
前
の
物
で
す
。
従
っ
て
、

２
年
点
検
時
の
瑕
疵
補
修
請
求
の
内

容
は
、
建
物
の
構
造
上
の
物
が
重
要

で
す
。
建
物
の
主
要
構
造
体
の
全
て

は
、『
共
有
物
』
で
あ
り
、
管
理
組
合

の
理
事
会
が
瑕
疵
補
修
請
求
を
行
う

の
が
常
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
管
理
組

合
に
任
せ
ず
、
あ
な
た
の
持
分
も
『
１

／
全
員
』
あ
る
の
だ
か
ら
、
個
人
で

請
求
す
る
こ
と
も
可
能
。 

 

こ
の
２
年
点
検
が
終
る
と
、
一
応

法
的
に
は
、
そ
れ
以
後
の
管
理
は
『
管

理
組
合
』
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

２
年
点
検
以
後
の
建
物
点
検
・
補

修
の
事
を
『
長
期
修
繕
』
と
い
い
、

そ
れ
に
は
小
さ
い
も
の
と
大
き
な
も

の
が
あ
る
。 

 

小
さ
い
も
の
は
日
常
管
理
で
、
大

き
な
物
は
『
計
画
修
繕
』
で
行
う
こ

と
に
な
る
。
概
ね
、
現
行
の
物
価
情

勢
で
、
専
有
面
積
１
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
最
低
毎
月
200
円
程
度
の
修

繕
積
み
立
て
が
必
要
と
言
え
ま
す

（
勿
論
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
シ
ョ
ン

は
違
う
が
）
。 

 

よ
っ
て
、
専
有
面
積
80
平
方
メ
ー

ト
ル
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ら
、
月
額
１

万
６
千
円
程
度
の
『
長
期
修
繕
計
画

積
立
金
』
が
管
理
費
の
ほ
か
に
必
要

と
い
う
勘
定
に
な
る
。 

建築Ｇメンの調査によって発見

されたコンクリート柱の大きな

欠陥。発見した時期が遅くなる

と、業者は補修を受け付けなく

なる。 

  

以 

上 

以 

上 

欠欠 陥陥 住住 宅宅 ・・欠欠 陥陥 建建 築築 でで悩悩 むむ人人 をを救救 いい、、住住 宅宅 検検 査査 のの技技 術術 向向 上上 をを目目 指指 すすＮＮＰＰＯＯ建建築築ＧＧメメンンのの 会会   



（ 5 ）  2 0 0 4 年 （ 平 成 １ 6 年 ） 2 月 1 2 日  N P O 建 築 Ｇ メ ン の 会  会 報 「 楔 」 第 2 3 号  

事
 

務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

03
年
度
第
11
月
期
は
80
件
の
電
話
相

談
と
17
件
の
調
査
依
頼
、
第
12
月
期
は

64
件
の
電
話
相
談
と
16
件
の
調
査
依
頼

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
内
訳

は
下
の
表
と
お
り
で
す
。 

昨
年
は
延
べ
28
人
の
社
員
の
方
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
員
と
し
て
事
務
局

に
詰
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

□
相
談
・
調
査
業
務
報
告 

    

調査依頼の内容（03/11/1～03/12/31） 
神奈川県 建売物件 2 年点検 

東京都 マンションの内壁亀裂 一年点検前に診てもらいたい

愛媛県 在来木造物件の鑑定（訴訟前提） 

東京都 木造パネル工法 工事中の検査 

東京都 RC4F 建住宅 雨漏り・外断熱・床暖房の調査 

東京都 建物の傾斜など 

東京都 軽量鉄骨造 2Ｆ 工事中の検査 

東京都 大規模修繕が適正かどうかの調査 

東京都 マンション 壁のめくれについての調査 

埼玉県 マンション 築 3年 クロスの亀裂他 

東京都 補修費用の算定 

東京都 鉄骨 3Ｆ一戸建て住宅 雨漏りほか 総合調査と補修費用の算定

千葉県 シロアリ駆除剤散布後の検査 

千葉県 木材と土壌の薬剤処理について 

東京都 築 2年半 ＲＣ造マンションの点検 

神奈川県 2×4 新築工事の検査 

東京都 引渡し前の検査 

千葉県 扉、建具の隙間、床の傾斜、など原因調査

千葉県 建物全体に、目違い、ズレ、隙間などが多い

千葉県 建築条件付き物件の工事中の検査 

東京都 増築 完成部分の出来高算定 

東京都 2 年点検中 総合調査 

千葉県 リフォーム工事の妥当性についての調査 

東京都 用途不鮮明なポンプが設置されている 

東京都 2×4 購入前の検査 

千葉県 地盤沈下の実態の調査 

東京都 販社から 補修工事前の調査 

神奈川県 基礎工事完了 工事中の検査 

茨城県 店舗兼住宅 総合調査 

茨城県 引渡し後 6ヶ月 総合調査 

神奈川県 軽量鉄骨造 雨漏りほか 総合調査 

神奈川県 漏水調査 

東京都 地盤沈下に関する調査 

建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験
の
位
置
づ
け 

建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験
の
位
置
づ
け 

理
事
長 

大
川
照
夫

理
事
長 

大
川
照
夫 

本
会
の
設
立
の
趣
旨
に
も
あ
る
よ
う
に
、
世
の
中
か
ら
「
欠
陥

建
築
」
を
無
く
す
た
め
に
、
建
築
Ｇ
メ
ン
は
、
建
物
の
欠
陥
を
暴

き
、
欠
陥
を
造
ら
せ
な
い
た
め
に
、
計
画
中
、
建
築
中
の
建
物
の

適
正
な
検
査
を
出
来
る
も
の
で
な
く
て
は

ら
な
い
。 

な

 

欠
陥
で
あ
る
か 

、
欠
陥
と
な
り
う
る
か 

、
判
断
す
る
こ
と
が

建
築
Ｇ
メ
ン
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が 

、
そ
の
判
断
基
準
は
私

な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず 

、
常
に
客
観
性
が
求
め
ら
れ
る 

。

的

 
 

建
築
Ｇ
メ
ン
に
は 

、
建
築
技
術
者
と
し
て
建
築
士
程
度
の
知
識

が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る 

。
そ
の
上
で 

、
建
築
紛
争
に
お
け

る
瑕
疵
鑑
定
が
出
来
る
公
正
な
姿
勢
と 

、
論
理
性
が
求
め
ら
れ

 

。 

る

 

以
上
の
よ
う
な
建
築
Ｇ
メ
ン
に
求
め
ら
れ
る
概
念
を
持
ち
得
た

者
で
あ
る
か
を
試
す
の
が
、 

建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験
と
位
置
づ
け

る
。  

建築Ｇメンの横顔 当会は、建築Ｇメンの認証試験を行い、「建築Ｇメン」を会として社会に送り出しています。 

 
つきだ  まさあき  

槻田 昌明 

登録番号 01011 
所在地 東京都江戸川区 
得意分野 
建築一般 
住まい 110 電話相談窓口 

03（3657）0845 
 

 

 
 はらだ  ひさよし 

原田 久義 

登録番号 02009 
所在地 東京都品川区 
得意分野 
構造設計（木造、RC 造、SRC
造、S 造） 
住まい 110 電話相談窓口 

03（5496）9841 

相談内容の内訳（11/1～12/31）
total 143

瑕疵問題（41）

調査依頼（39）

その他（36）

業者と紛争（6）

契約問題（10）

リフォーム（11）
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（
社
）
日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）

主
催
の
研
修
講
座
に
お
き
ま
し
て
、
大
川

照
夫
当
会
理
事
長
（
一
級
建
築
士
）
が
２

月
19
日
（
木
）
に
新
宿
区
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
４
階
会
議
室
に
て
講
演
い
た
し
ま

す
。
テ
ー
マ
は
、
「
欠
陥
住
宅
や
悪
質
リ

フ
ォ
ー
ム
の
実
態
と
対
処
法
」
（
Ｎ
Ａ
Ｃ

Ｓ
会
員
対
象
）
。 

本
年
度
の
建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験
に

は
、
当
会
の
研
修
会
等
で
研
鑽
し
て
き
た

13
名
が
受
験
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
既
に
各

受
験
者
は
論
文
試
験
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
月
22
日
（
日
）
に
は
学
科
試
験
と

面
接
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

□
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
経
済
・
社
会
情
報
番
組
『
く

ら
し
と
経
済
』」
に
取
材
に
協
力
し
ま
し
た
。 

□ 

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
研
修
講
座
で 

□
建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験
（
第
３
回
）
実

施
中
（
２
／
５
～
２
／
22
） 

な
お
、
合
格
発
表
は
３
月
末
頃
の
予
定

で
す
。 

  

大
川
理
事
長
が
講
演
し
ま
す
。 

「
熟
年
リ
フ
ォ
ー
ム
」
を
テ
ー
マ
に
２
月

７
日
（
土
）
放
送
さ
れ
た
同
番
組
に
、
当

会
の
磯
辺
社
員
、
加
賀
妻
社
員
、
石
岡
社

員
が
取
材
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。 

会の活動にご協力ください！

●会員の種類  ●年会費 
  社員   24,000 円 
  消費者社員  12,000 円 
  会員(個人)   6,000 円 
  会員(団体)  48,000 円 
   
※ ご入会の際は入会申込書が必要です。

 

□
千
葉
県
四
街
道
市
主
催
消
費
生
活
講
座

に
て

口
副
理
事
長
が
講
演
し
ま
す
。 

川

 

同
市
在
住
在
勤
の
一
般
消
費
者
を

対
象
と
し
た
消
費
生
活
講
座
に
お
い

て
、
川
口
晴
保
当
会
副
理
事
長
（
一

級
建
築
士
）
が
２
月
10
日
（
火
）
に

商
工
会
館
に
て
講
演
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
「
欠
陥
住
宅
の
見
分
け

方
・
防
ぎ
方
」
。 

 
□
２
０
０
３
年
度
第
３
回
研
修
会 

を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
会
は
、
テ
ー
マ
を
「
設

計
・
監
理
に
関
す
る
瑕
疵
～
判
例
を
元
に

～
」
及
び
「
建
築
Ｇ
メ
ン
と
し
て
の
検
査

人
業
務
」
と
し
、
建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験

の
指
定
研
修
会
と
し
て
１
月
18
日
（
日
）

中
央
区
立
産
業
会
館
に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
聴
講

者
は
、
一
般
参

加
者
５
名
を
含

め

32
名
で
あ

り
ま
し
た
。 

第
１
時
限
は

当
会
社
員
の
山

本
孝
弁
護
士
が

設
計
・
監
理
の
瑕
疵
に
お
け
る
責
任
の
所

在
を
代
表
的
な
判
例
を
題
材
に
と
っ
て

裁
判
官
の
見
解
や
そ
の
根
拠
等
の
解
説

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
例
を
挙
げ

て
会
場
の
建
築
関
係
技
術
者
に
意
見
を

問
い
か
け
る
な
ど
、
事
例
研
究
的
な
講
義

と
な
り
ま
し
た
。 

イベント報告 

会
報
の
発
行
が
遅
れ
て
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
２
３
号
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
十
一

月
の
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
な

か
っ
た
方
へ
改
め
て
中
村
顧
問
の
講
演

の
レ
ジ
メ
を
掲
載
し
ま
し
た
。
（
お
） 

第
２
時
限
は
、
住
宅
建
設
に
お
け
る
第

三
者
検
査
業
務
の
フ
ロ
ー
や
検
査
項
目

毎
の
注
意
点
な
ど
の
技
術
的
な
解
説
と

業
務
の
責
任
の
範
囲
や
第
三
者
と
し
て

の
心
得
な
ど
、
当
会
常
任
理
事
の
田
岡
照

良
一
級
建
築
士
が
豊
富
な
経
験
に
基
づ

い
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。 

次
回
の
研
修
会
は
、
設
備
の
調
査
や
検

査
を
テ
ー
マ
に
、
４
月
17
日
東
京
に
て
開

催
予
定
で
す
。
詳
細
は
追
っ
て
当
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

～
編
集
後
記
～ 

 


